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工  事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島県東部県土整備局　徳島庁舎

徳島環状線

 補修・補強工一般図 

徳島市川内町（共栄橋）

R2徳土　徳島環状線 徳・川内

橋梁修繕工事

図　示 ／ 31

共栄橋　補修・補強工一般図 
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平面図 S=1:600

東亞合成(株) 徳島工場

駐車場

新日本理化(株) 徳島工場

日清紡(株) 徳島事業所

【注記】
　・側面図地盤線は、橋梁台帳を基に作成した。
　・平面図地形は、道路台帳図を基に作成した。
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防災倉庫

タンク タンク
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タンク

5.4 00%

タンク

照明取替え工
照明取替え工

照明取替え工
照明取替え工

照明取替え工

照明取替え工
照明取替え工

照明取替え工
照明取替え工

照明取替え工

照明取替え工 照明取替え工

照明取替え工照明取替え工

照明取替え工照明取替え工

照明取替え工照明取替え工

A1 P 4 P 8 A 2

P 9 P10

断面図 S=1:60

補修・補強工一覧表
項　目 補修・補強工 材　料　等

壁高欄・地覆
断面修復工 ポリマーセメント系モルタル

ひび割れ注入工 エポキシ樹脂系

伸 縮 装 置 伸縮装置補修工 乾式止水材設置工法

防 護 柵 防護柵取替え工 高欄兼用車両用防護柵

舗 装 工 アスファルト舗装

防 水 工 防水工新設 シート防水工

床 版 床版補強工 上面鋼板接着工法

防 護 柵 高欄取替え工 高欄兼用車両用防護柵

伸 縮 装 置 伸縮装置補修工 乾式止水材設置工法

舗 装 工 アスファルト舗装、無収縮モルタル

防水工新設 塗膜防水工

ポリマーセメント系モルタル

車
道
部

歩
道
部

密粒度アスファルト舗装

細粒度アスファルト舗装

区 画 線 工 区画線復旧工 溶融式（白色、実線、幅15c m）

防 水 工

エポキシ樹脂系
取 合 擁 壁

断面修復工

ひび割れ注入工

A1～P4径間 P4～P8径間（標準部）

地 覆 地覆打替え工 σck=24N/ mm2

断面修復工
ひび割れ注入工

断面修復工
ひび割れ注入工

断面修復工
ひび割れ注入工

あわ産LED照明照明取替え工照 明 工

※ 桁高寸法の ( ) 内数値は、P7～P8径間の桁高を示す。

断面修復工
ひび割れ注入工

P8～A2径間

断面修復工
ひび割れ注入工

実施設計図面
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擁壁延長　126 000 40 00

2 1000

擁壁延長　900 0040 00橋長　4393 00

橋長　4393 00

起点側高架橋部　134 450 中央橋梁部　1368 00 終点側高架橋部　1680 50起点側擁壁部　1300 00 終点側擁壁部　940 00

起点側擁壁部　1300 00 起点側高架橋部　134 450 中央橋梁部　1368 00 終点側高架橋部　1680 50 終点側擁壁部　940 00

擁壁延長　126 000

2 1000

擁壁延長　900 00

照明 上-50 74
照明 下-50 55

照明 下-5 056
照明 上-507 3

照明 下-5 062

照明 下-506 3
照明 上-5 066

照明 下-506 4
照明 上-5 065

6@1500 0=900 007@1500 0=1050 00

7@1500 0=1050 00 6@1500 0=900 00

照明 下-50 64

照明 上-506 6 照明 上-506 5

照明 下-506 3照明 下-50 62

照明 上-50 73照明 上-507 4

照明 下-505 6照明 下-5 055

防護柵取替え工　車道部　1704 00　歩道部　1704 00

取合擁壁（断面修復工，ひび割れ注入工）　940 00取合擁壁（断面修復工，ひび割れ注入工）　1300 00 右側地覆打替え工，歩道張出床版補強工　1703 00

取合擁壁（断面修復工，ひび割れ注入工）　940 00

防護柵取替え工　170 400

防護柵取替え工　17040 0

取合擁壁（断面修復工，ひび割れ注入工）　940 00

取合擁壁（断面修復工，ひび割れ注入工）　1300 00

取合擁壁（断面修復工，ひび割れ注入工）　1300 00

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工
伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

伸縮装置補修工伸縮装置補修工伸縮装置補修工伸縮装置補修工伸縮装置補修工伸縮装置補修工

地覆（断面修復工，ひび割れ注入工）170 30 0

地覆（断面修復工，ひび割れ注入工）170 300

壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　134 300 壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　9400 0

高欄取替え工　2688 00(1 3440 0+13 4400 ) 高欄取替え工　1880 00(9 420 0+93 800)

壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　130 000 壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　1343 00

高欄取替え工　1299 00 高欄取替え工　1344 00

舗装打替え工，防水工，区画線工　1703 00 舗装打替え工，防水工，区画線工　1343 00舗装打替え工，防水工，区画線工　13430 0

壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　130 000 壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　1343 00

舗装打替え工，防水工，区画線工　13430 0 舗装打替え工，防水工，区画線工　1703 00 舗装打替え工，防水工，区画線工　1343 00

高欄取替え工　1344 00 高欄取替え工　942 00

壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　9400 0壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　134 300壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　130 000 壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　1343 00

高欄取替え工　1299 00 高欄取替え工　1344 00

壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　9400 0壁高欄（断面修復工，ひび割れ注入工）　134 300

高欄取替え工　1344 00 高欄取替え工　938 00

橋梁部数量計算工区分け 擁壁部(起点側) 高架部(起点側) 高架部(終点側) 擁壁部(終点側)

右側地覆打替え工，歩道張出床版補強工　1703 00
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伸縮装置補修工アスファルト舗装

防水工

防護柵取替え工

地覆打替え工

床版補強工

防護柵取替え工
アスファルト舗装、無収縮モルタル

防水工

伸縮装置補修工アスファルト舗装

防水工

高欄取替え工

地覆

壁高欄・地覆

壁高欄・地覆
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支持金具詳細図 S=1:5

M8ネジ加工F.B詳細図 S=1:10

乾式止水材 S=1:10

防塵材FP詳細図 S=1:5C-C矢視図 S=1:5A-A矢視図 S=1:10 B-B矢視図 S=1:10D-D矢視図 S=1:10

防塵フォーム詳細図 S=1:20

S=1:30伸縮装置止水工詳細図

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島県東部県土整備局　徳島庁舎

伸縮装置止水工詳細図

1:30 ／ 32

徳島環状線

徳島市川内町（共栄橋）

R2徳土　徳島環状線 徳・川内

橋梁修繕工事

P10P9P3 P11P2P1

シリコン系

シリコン系 kg

kgシリコン系

品  名 仕  様 単位 備    考

m

L

M8ネジ加工FB mFB32x9,SS400 溶融亜鉛メッキ

難燃性

L

L

kg防塵材プライマー

防塵材FP用シーリング材

シリコン系

シリコン系

EPDMフォーム

8.656

0.188

2.767

P1

13.850

4.000

3.060

0.204

0.005

1.066シリコン系 L

乾式止水材

数量表

プライマー

接着剤

シーリング材

端部シーリング材

支持金具

防塵材FP

エポキシ系 kg 1.130エポキシ樹脂塗料

SS400 ヶ 12

ポリエチレンフォーム L 20.938防塵フォーム 難燃性

溶融亜鉛メッキ

P2 P3 P8 P9 P10 P11

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 A2

位　置　図

防塵材FP設置範囲 防塵材FP設置範囲

乾式止水材

A

A

乾式止水材寸法

端部シーリング材

5mm厚

防塵フォーム1 B

端部シーリング材

5mm厚

防塵フォーム2

B

横断面図

平面図
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上記調査結果より、必要な場合は設計変更すること。3.

現地調査を行い、図面寸法と照合を行うこと。

既設止水材撤去後、リブ、通行管等がないか確認すること。

1.

2.

注 記

地覆部内の通信管を移設・撤去後、鋼板で塞いで乾式止水材を設置のこと。4.

止水膜

支柱層

防塵層

6-M8-P1.25

(6-M8x16,6-SW,6-W)（SS400）

(溶融亜鉛メッキ)

支持金具
M8ネジ加工FB

M8ネジ加工FB

6 40-250

接着剤

プライマー

エポキシ樹脂塗料 乾式止水材

防塵材FP

C C

支持金具

シーリング材

25mm角

端部シーリング材

5mm厚

D D

2-長穴 20x10

3C

プライマー

シーリング材

t=2mm

クロロプレンゴム

t=1mm,補強材入り

(製作数:34)

EPDMフォーム

(製作数:34)

21

49852mm 2 49852mm 2

実施設計図面
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工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島県東部県土整備局　徳島庁舎

共栄橋 施工要領図

図　示 ／ 33

共栄橋 施工要領図

平面図 S=1:600

側面図 S=1:600

（防護柵取替え工、地覆補修工、伸縮装置補修工）

A 1 P1 P2 P 3

P 4 P 5 P 6 P7

P 8 P 9 P10 P11 A 2

至 北島 至 川内

今
切

川

東亞合成(株) 徳島工場

駐車場

新日本理化(株) 徳島工場

日清紡(株) 徳島事業所

【注記】
　・側面図地盤線は、橋梁台帳を基に作成した。
　・平面図地形は、道路台帳図を基に作成した。

徳
島
市
道
 
中
島
・
榎
瀬
線

地域高規格道路 徳島環状線

地域高規格道路 徳島環状線

防災倉庫

タンク タンク

タンク

タンク
タンク

片側路肩規制：昼間施工
※注：図面は、施工を左側および右側の施工を合わせて作図しているが
　　　施工形態は、片側の施工完了後に反対側の施工を行う。

H.W.L.=A.P.+4.080

徳島環状線

徳島市川内町（共栄橋）

R2徳土　徳島環状線 徳・川内

橋梁修繕工事

※ 桁高寸法の ( ) 内数値は、P7～P8径間の桁高を示す。

伸縮装置部

2. 000%

実施設計図面
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終点側高架橋部　高欄取替用吊り足場工　168 050起点側高架橋部　高欄取替用吊り足場工　13445 0 中央橋梁部　高欄取替用吊り足場工　136 800
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